
大阪大学 箕面新キャンパス

完成イメージ

箕面船場阪大前駅（2024年春開業予定）の南側昇降口方向よりみる。
大学の3階レベルの南側玄関は、市のデッキ（メインストリート）から直結します。
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阪大箕面コ・クリエーションハウス㈱
が整備・運営する320⼾の大阪大学学
生寮（PFI事業）。

メインデッキ

学寮（2021年4月開学）

駅前広場と併せ、学園祭やイベントで
使用する予定。デッキ下の地上レベル
には駐輪場等になる予定（PFI事業、事
業者は未定）。

教育研究施設（2021年4月開学）
10階建ての大阪大学外国語学部等の校舎。
３階レベルでデッキに接続する。

新文化ホール
㈱キョードーファクトリーが運営する、
1,400席+300席の文化ホール（PFI事業）。

地下鉄出口

エントランス
駅の地下改札と地下で直結する。また、歩行者
デッキとは２階レベルを貫いてメインデッキに
接続する。

歩行者デッキ
２階レベルで新御堂筋を跨ぐ
デッキ。

商業施設ほか

至箕面萱野駅
至小野原

［凡 例］

：整備主体が大阪大学の建物

：整備主体が箕面市の建物

：整備主体が⺠間事業者の建物

：大阪大学の敷地

：メインデッキ

図書館・生涯学習センター
下層には蔵書71万冊の市と大学の図書館、
上層には会議室・スタジオ等のある生涯
学習センター。２階レベルでデッキに接
続する。大阪大学が運営する。

箕面新キャンパス 概要

至 千里中央駅

Ｎ

50ｍ
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阪大広場と
市の文化施設
（右の建物）

阪大広場は約60ｍ角。市のデッキ事業（PFI管理）部分と、
大学敷地範囲に分かれますが、一体的な運用が期待されます。

シンボル広場 … 研究講義棟と学寮の間の広場です。
北側道路に面しています。

研究講義棟ピロティ；幅50ｍ、奥行き18ｍ（図の左右幅）、高さ8ｍ。
阪大広場（図の右側）と直結しています。

模式断面図
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北側から見たイメージ。左が学寮、右が研究講義棟、間がシンボル広場です。
模式断面図

1階北側のエントランス。左が記念ホール、右が大講義室。
正面は25言語の格言等を刻んだ石板です。

270人収容の大講義室。階段教室状となっています。
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左図のA4からピロティ側をみるイメージ

左図のC。食堂の東側「小上がりスペース」

食堂のイメージ

特に3Fのエントランスやピロティ周辺は、(1)学生教職員、(2)外部の事業者、(3)地域の団体、
これらの人々が、多様な活動を展開できる、常に新陳代謝がある空間にしていくことを目指し
ています。
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5F 学生交流スペース

6F 学生交流ラウンジ
図の中央奥はプレゼンスペース。

（5Fと階段状につながる）

5F、プレゼンスペース
中央上の奥が、6Fの学生交流ラウンジ。
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7F テラス
日本語日本学教育センターの留学生が集います。

8～10Fは、外国語学部の研究室が集中しています。
10Fには、教職員・来客が使用する交流室を設けています。

模式断面図


